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①ヘッドガードプレート(スライダ下部)の確認 

②吸引ノズル、キャップクリーニング 

テーブル 1面分作図 

作図後に全ヘッドワイプ(1 回 速度 3)実行 

テーブル 1面分作図 

テーブル 1面分作図 

作図後に全ヘッドワイプ(1 回 速度 3)実行 

テーブル 1面分作図 

約 3時間に 1回、 

全ヘッドに対して 

ヘッドワイプ(2 回速度 15)を

手動にて実行(約 4分 45 秒) 

UV ランプ消灯後、 全ヘッドに対して ノーマルクリーニング実行 

③全ヘッドにヘッドワイプ(2 回 速度 15) 手動にて実行 (約 4 分 45 秒) 

ヘッドガードプレート 

(スライダ下部)の清掃 

④白インクカートリッジを静かに 10 回程左右に振る 

 
 
 
 

マシンの不具合を未然に防ぐために、定期的にメンテナンスを行ってください。 

 

P. 10 へ 

P. 12 へ 

作図後に毎回 自動 
実施(約 1 分 45 秒) 

P. 6 へ 

P. 6 へ 

P. 8 へ 
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①テスト作図不良（ノズル抜け、飛行曲がり等） 

テスト作図を印字した際に正常なパターンでないことがあります。 

画質に影響しますので、メンテナンスを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

正常なパターン 

    通常は、線どうしが一定の間隔で乱れることなくパターンが印字されます。 

 

 

 

  パターンが非常に多く抜けることが 

あります。 

 

 

パターンが歯抜けしたように 

欠けることがあります。 

 

 

 

 

 

  線と線の間が詰まったり、 

2 重になったりすることがあります。 
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テスト作図 

④ヘッドガードプレ

ートの清掃 

⑤吸引ノズル、キャ

ップクリーニング 

①ヘッドワイプ 

③ハードクリーニング 

⑦インクジュウテン 

オンライン作図開始 

 

コールセンターへ連絡 

②ノーマル 

クリーニング

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ノズルフェース 

クリーニング 

P. 6 へ 

P. 9 へ 

P. 9 へ 

P. 10 へ

P. 12 へ

P. 14 へ

P. 16 へ
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ボタ落ち 

①ヘッドガードプレ

ートの清掃 

②吸引ノズル、キャ

ップクリーニング 

③ノズルフェース 

クリーニング 

④ヘッドワイプ 

⑤ノーマル 

クリーニング

⑥ハードクリーニング 

⑦インクジュウテン 

オンライン作図開始 

 

コールセンターへ連絡 

テスト作図 

 

② ボタ落ち 

ワークやテーブル上にインク滴が落ちて印刷物を汚してしまうことがあります。（下図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P. 16 へ

P. 9 へ 

P. 9 へ 

P. 6 へ 

P. 14 へ

P. 12 へ

P. 10 へ
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③ハードクリーニング 

⑤インクジュウテン 

オンライン作図開始 

①～⑤を繰り返しても改善しない場合 

コールセンターへ連絡 

②ノーマル 

クリーニング 

①ヘッドワイプ (8回 速度 15)実行 (1ヘッド 約 2分 15秒) 

③ 作図結果にスジが見られる 

テスト作図では正常でも、作図結果にスジが見られる場合があります。 

その場合、以下のメンテナンスを行ってください。 

④ノズルフェース 

クリーニング 
P. 14 へ

P. 6 へ 

P. 9 へ 

P. 9 へ 

P. 16 へ
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 飛行曲がりやノズル抜け等、テスト作図が正常に印字されない場合、画質の低下に

つながる恐れがあります。以下のメンテナンスを行ってください。 
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★ UV 照射器具電源を切り、十分に冷えてから作業を行ってください 

★ 清掃をする場合は、必ず付属のゴーグルと手袋を着用してください。  

★ 水・アルコール・アセトンなどは使用しないでください。 

必ず専用のメンテナンス洗浄液を使用します。 

  

 

清掃に必要なもの ： 清掃棒（SPC-0386）、メンテナンス洗浄液（SPC-0385）、手袋、 

保護メガネ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           清掃棒外観 
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★UV 照射器具電源を切り、十分に冷えてから作業を行ってください 

★清掃をする場合は、必ず付属のゴーグルと手袋を着用してください。

 《UJF-605C/UJF-605CII の場合》 

 

1. JOG キーにてテーブルを最下点 

に移動。テーブル降下後、ステ

ーションメンテでキャリッジア

ウトさせ、テーブルを手前に出

します。 

 

 

 

 

 

 

テーブルの下から手を入れる形

になります。 

頭をテーブルにぶつけないよう

注意してください。 

 

 

 

2. メンテナンス洗浄液を含んだ清

掃棒でヘッドとヘッドの間を拭

き取ります。 

 

 

 

 

 

 

        

 

清掃終了後、正面カバーを閉め、Enter キーを押します。 
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清掃に必要なもの ： 清掃棒（SPC-0386）、メンテナンス洗浄液（SPC-0385） 

手袋、保護メガネ 
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清掃に必要なもの ： ノズルスワブ（SPC-0421）、メンテナンス洗浄液（SPC-0385） 

手袋、保護メガネ 

 

 

 

作図を長時間行うとノズルフェース面にインクがつき画質が低下し、カスレ・文字欠け等

の原因となりますので、定期的にノズルフェース面をクリーニングしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミスト溜まり 

ヘッドワイプの実行。または、定期ワイプの設定をお勧めします。 

ノズルスワブによる清掃は、ヘッドを傷める場合がありますので、 

必要最小限としてください。
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★UV 照射器具電源を切り、十分に冷えてから作業を行ってください 

★清掃をする場合は、必ず付属のゴーグルと手袋を着用してください。

 《UJF-605C/UJF-605CII の場合》 

 

3. JOG キーにてテーブルを最下点 

に移動。テーブル降下後、ステ

ーションメンテでキャリッジア

ウトさせ、テーブルを手前に出

します。 

 

 

 

 

 

テーブルの下から手を入れる形

になります。 

頭をテーブルにぶつけないよう

注意してください。 

 

 

 

4. メンテナンス洗浄液を含んだノ

ズルスワブで撫でる様に 

力をいれずに表面のインクを拭

き取ります。この時、必ず片方向

で拭き取ってください。 

 

一度拭き取ったノズルスワブの

汚れた部分は、使用しないでく

ださい。ノズルスワブに付着し

たゴミやホコリにより、ノズル

面を傷つける原因になります。 

 

 

 

 

清掃終了後、正面カバーを閉め、ENTER キーを押します。 

初期動作完了後、ノズルチェックを行い、ノズル抜けの発生しているヘッドに対して、

メインパネルのクリーニングキーにより、ノーマルクリーニングを行います。 
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